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 世界 CCS 研究所（Global CCS Institute：GCCSI）は、2010 年の世界の CCS 関連の状

況をまとめた報告書“The Global Status of CCS 2010”2を 2011 年 3 月 8 日に発表した。 

 本報告書では、CCS 関連事業の動向や課題が整理されており、2010 年の一年間に 21 の

事業が追加され、総計 234 の関連事業（計画を含む）となった。そのうち、商業化に向け

た実証のための大規模事業（Large-Scale Integrated Projects：LSIPs）は 77 事業あり、

2010 年の追加件数は 13 事業であった。大規模事業の内訳（以下の表を参照）を見ると、

産業別では石油およびガス関連が 12 事業、発電関連が 42 事業、鉄鋼関連が 2 事業、セメ

ントと紙・パルプ関連がそれぞれ 1 事業となっている。また地域別では、北米が 39 事業（米：

31／加：8）、欧州が 21 事業、中国が 5 事業、豪州が 6 事業となっており、インドおよびロ

シアでは大規模事業は行われていない。しかしながら、大規模事業のうち、22 事業が延期

もしくは取り消しとなっている。その理由は様々であり、国内経済の不透明さや資金の問

題等が挙げられている。特に欧州では、13 の事業が延期もしくは中止となっており、資金

支援制度や陸域での CO2貯留の不確実性が主な理由として挙げられている。 

 今後は、各事業の成果を踏まえ選択と集中が実施され、商業化に向けた大規模実証事業

が進んで行くにつれ、いくつかの事業見直しがこれからも行われるが、着実に前進して行

くものと考えられる。また、国際的な協力をさらに進めることで技術開発・実証の効率化

を図り、知識・技術の共有化がなされ、世界的に適用可能な CCS の商業化が期待されてい

る。 

 一方、我が国においては、今回の大震災によるエネルギー・温暖化政策の見直しがこれ

から進められる中で、CCS の役割についても改めて議論が行われるものと考える。 

 

 
 
 
 
 
 
 

                                                  
1 CCS：Carbon Capture and Storage 
2 http://www.globalccsinstitute.com/resources/publications/global-status-ccs-2010 
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大規模事業の地域別、産業別、技術別一覧表 

 

（出所）“The Global Status of CCS 2010”、GCCSI 
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